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２ 分数のたし算とひき算
（１）大きさの等しい分数

基本の確かめ

分数の分母どうし 分子どうしの関係を図や式に表してみよう。

１ １ ２ ３
と と は、同じ大きさの分数でしょうか。分母どうし、分子どうし

３ ６ ９

にはどんな関係があるでしょう。

１ ２ ３

３ ６ ９

① ２ １
は、 の分母と分子をそれぞれ 倍した分数です。

６ ３

１ １×２ ２
＝ ＝

３ ３×２ ６

② １ ３
は、 の分母と分子をそれぞれ でわった分数です。

３ ９

３ ３÷３ １
＝ ＝

９ ９÷３ ３

２ ８
と大きさが等しくて、分母と分子が一番小さい分数をつくりましょう。

１２

①分母１２と分子８の公約数は なので、公約数で分母

と分子をわると、等しい分数ができる。

②公約数の中でも、もっとも大きい数 で分母と分子をわると

となる。このように、一番簡単な分数にすることを約分するといいます。
やくぶん
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３ ２ ３
２つのビンにジュースが残っています。A には 、 B には です。

３ ５

どちらが多く残っているでしょう。

①大きさを変えないで、分母が同じ分数になおせば、比べることができます。

②分母が３と５なので、分母 × で にします。

③ A は ２ ２×５
＝ ＝

３ ３×５

３ ３×３
B は ＝ ＝

５ ５×３ となります。

④それらを比べると がたくさん残っていたことになります。

⑤このように、大きさを変えないで、分母の違う分数にすることを通分するといい
つうぶん

ます。

⑥通分するときには、ふつうそれぞれの分母の を分母にします。

ステップ１

４ 次の分数と大きさの等しい分数を３つつくりましょう。

① ２ ② ３

３ ５

５ □にあてはまる数をかきましょう。

① １ ３ ② ８
＝ ＝

４ １２ ３
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（２）分数のたし算とひき算

基本の確かめ

分母を同じ数に直して考えよう。

６ ２つの入れ物に牛乳  と 入っています。合わせて何ℓあるでしょう。

＋

＋ ＝ ＋

＝

＋

答え

７ ジュース あります。のどがかわいたので、 飲みました。残りは

何でしょう。

－ － ＝ －

＝

－ 答え

１

３

１

３

１２

４

１２

□

１

４

１

４

１

３

１

４ １２

４

１２

□

１２

□

３

５

１

２

３

５

１

２

３

５ １０

６

１０

□

１０

□

１

２
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８ ＋ の計算のしかたを考えよう。

＋ ＝ ＋ ・・・

＝ ・・・

＝ 分母と分子を

４でわる。

分母の大きさのちがう分数のたし算・ひき算は、通分してから計算する。

ステップ１

９ 次の計算をしましょう。

① ②

③ ④

⑤ ⑥

ステップ２

１０ 次の計算をしましょう。

① ②

１

４ ２０

３

１

４ ２０

３

２０

□

２０

３

２０

□

２

５

２

３
＋

１

６

１

２
＋

１

４

３

５
＋

１

３

１

６
＋

７

９

５

８
－

１

４

７

９
－

１

３

３

４
＋

１

８

３

５
－

１５

２
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③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩

⑪ ⑫

⑬ ⑭

⑮ ⑯

１２

７
＋

３

８ １５

４
＋

２

５

５

６
－

１２

５ １７

１５
－

１０

７

７

８
－

１２

７ ３

５
－

１５

４

１

２
＋

３

７
５

６
＋

３

４

４

５
＋

３

４

１７

１５
＋

１０

３

７

８
－

１２

５ ５

６
－

１２

５

７

９
－

１

６
１７

１５
－

５

６
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ステップ３

１１ 赤、青、白のテープがあります。赤いテープは あります。青いテープは

赤いテープより 長いそうです。また白いテープは青いテープより 短 い

そうです。

①青いテープ、白いテープはそれぞれ何ｍあるでしょう。

式

青いテープ

答え

白いテープ

答え

②この３本のテープをつないで１本にすると何ｍになるでしょう。

式

答え

２

３
ｍ

３

４
ｍ

１

２
ｍ
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「１ 数や図形の見方」の解答

（１）積や商の見積り

基本の確かめ

１ ②３００ ８００

３００×８００＝２４００００

③２４００００

④２４８０４０ ２４８０４０

⑤２４８０４０－２４００００＝８０４０

２ ②６３００ ３００

６３００÷３００＝２１

③２１

④２０．２５ ２１

⑤２１－２１＝０

ステップ１

３ ①８０×５０ ４０００

４１０８

②３００×７００ ２１００００

２１２８２８

③９００×３０ ２７０００

２７８６９

④４０００×５０ ２０００００

１９５８４０

４ ①１００÷２０ ５

５．５

②２００÷３０ ６．６

６．２３

③９００÷２００ ４．５

５

④２０００÷４０ ５０

４５．２



6-1- 2 -

ステップ２

５ ４００×３００ １２００００ m

４１５×２９０ １２０３５０ m

６ ４２２００÷４００ １０６周

４２１９５÷４１５＝１０１．７ １０２周

（２）倍数と公倍数

基本の確かめ

１ ①

まい数（まい） １ ２ ３ ４ ５ ６ １２

横の長さ（㎝） ２ ４ ６ ８ １０ １２ ２４

②２ 偶数

２ ①

たてのまい数（まい） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

たての長さ （㎝） ３ ６ ９ １２ １５ １８ ２１ ２４ ２７

横のまい数 （まい） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

横の長さ （㎝） ２ ４ ６ ８ １０ １２ １４ １６ １８

②３の倍数 ２の倍数

③６㎝ １２㎝ １８㎝

⑤６

ステップ１

３ ３の倍数
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４ １２の倍数

５ ①１２，２４，３６ ②１０，２０，３０

③１２，２４，３６ ④１６，３２，４８

６ ①２０ ②１５ ③３０ ④５６

ステップ２

７ ①９６ ②９０ ③９６ ④８４

８ ６０㎝

９ ９時１２分、９時２４分、９時３６分、９時４８分、１０時

ステップ３

１０ ９と１２の最小公倍数３６の倍数

１１ ２４㎝のブロックは５個、３０㎝のブロックは４個

（３）約数と公約数

基本の確かめ

１ ①

子どもの数（人） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

本のさつ数（さつ） 18 ９ ６ ３ ２

あまりなし ○ ○ ○ ○ ○ ○

あまりあり × × × × × × × × ×

②１人２人３人６人９人１８人 １４ １５ １６ １７ １８

④１ １

○

× × × ×

２ ①１人２人３人４人６人１２人 約数

②１，２，３，６，９，１８ 約数

③１，２，３，６

⑤６

ステップ１

３ １人３人５人１５人

４ １人２人４人
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５ ①１，２，３，６ ②１，２，３，４

６ ①６ ②１２

ステップ２

７ ①１，３ ②１６ ③１０ ④４

８ １２㎝

ステップ３

９ 最大公約数６の約数

１０ １６㎝


